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四
月
一
日
の
衆
議
院
本
会
ぷ
で
、
悶
鉄
間
迎
法
定
の
第
a

M

仰
と
し
て
昭
和
六
-
年
度
に
お
い
て
緊
急
に
議

ず
べ
き
特
別
指
針
法
家
」
(
希
望
退
臓
に
応
ず
る
職
員
に
対
す
る
辺
職
金
卜
積
み
等
)
の
趨
U
H
説
明
が
行
わ
れ
、

レ
よ
レ
よ
同
欽
関
連
法
案
の
本
格
審
議
が
開
始
さ
れ
た
。
〈
J

こ
そ
、
二
波
の
闘
争
で
切
り
拓
い
た
地
平
に
た
ち
、

1

分
割
・
民
営
化
」
の
矛
盾
・
デ
タ
ラ
メ
さ
を
徹
底
的
に
暴
き
、
関
述
法
案
閉
止
へ
っ
き
進
も
う
。

が
む
し
ゃ
ら
左
追
い
出
し
日
首
切
り

強
行
で
「
破
綻
の
危
機
」
突
破
忙
や
っ
き

四
月
一
日
、
審
議
に
入
っ
た
「
特
別
措
霞
法
案
一
は
、

労
働
者
が
当
局
の
希
望
退
職
に
応
じ
、
来
年
一
一
一
月
一
一
‘
一
日

ま
で
に
退
織
し
た
場
合
、
甘
柄
本
給
・
扶
養
子
肖
・
甘
柄
本
給

調
整
額
を
合
計
し
た
額
の
十
カ
月
分
を
現
行
の
返
峨
金
に

上
積
み
す
る
と
い
う
許
し
が
た
い
内
容
で
あ
る
♂

中
曽
根
の
狙
い
は
、
こ
の
法
案
を
今
国
会
で
成
立
さ
せ

る
こ
と
を
突
破
口
に
、
こ
の
問
、
勤
労
苧
マ
ル
を
先
兵
に

推
進
し
て
き
た
三
本
柱
(
出
向
・
一
時
帰
休
・
退
職
強
要
)

の
内
の
退
職
強
要
に
は
く

L
干
を
か
け
、
年
度
内
・
一
万
と

言
え
る
退
帥
州
事
刊
を
強
引
に
川
み
山
し
、
も
っ
て
一
分
割
・

民
常
化
し
の
な
し
崩
し
的
既
成
事
実
化
を
は
か
る
こ
と
に

あ
る
。

の
こ
る
関
連
法
案
の
一
き
ょ
的
成
立
J

一
臼

4
・
-
」
分
割
・
民
常
化
強
行
を
目
論
ん
で
い
る
と
↑
一
山

そ
し
て
、

え
る
。

審
議
も
せ
均
う
ち
か
ら
、

左
陀
が
「
合
意
」

「ゴ

l
ル
」
だ
ノ
.

」
の
日
、

戦
の
閣
議
で
一
一
一
塚
は

J
コ
l

ル
ま
で
あ
と

一
六
五
日

改
革
を
断
行
し

今
国
会
で
全
法
案
の
成
立

を
期
し
た
い
」
と
決
意
を
表
明
し
た
。

中
曽
根
も
衆
院
本
会
議
で

「
来
年
の
四
月

H
は、

A
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回
の
民
営
・
分
割
の
ス
タ
ー
ト
に
な
る
」

が
に
野
党
か
ら
「
ま
だ
国
鉄
改
革
の
法
案
が
国
会
で
審
議

と
発
言
、

さ
す

さ
れ
て
い
な
い
し

分
割
・
民
営
化
は
決
ま
っ
て
い
な
い
。

同
会
軽
視
戸
、

引
け
せ
よ
一
と
、
せ
ま
ら
れ
る
ほ
ど
今
問

会
で
の
関
連
法
案
等
の
成
立
に
か
け
る
な
み
な
み
な
ら
ぬ

決
窓
を
明
ら
か
に
し
た
。

さ
ら
に
審
議
の
中
で
つ
悶
鉄
改
革
の
方
向
が
決
ま
っ
て

い
た
い
段
階
で
希
望
退
職
を
募
集
す
る
の
は
労
働
泉
本
権

の
無
視
で
は
」
と
レ
う
質
問
に
対
し
、
寸
国
鉄
再
建
監
理

委
の
-
一
年
間
の
検
討
の
中
で
国
民
の
合
意
形
成
は
で
き
て

い
る
」
と
ん
i

く
労
働
者
・
国
民
を
愚
弄
し
た
答
弁
を
す
ら

行
っ
た
の
で
あ
る
。

密
室
の
中
で
論
議
し
、
か
つ
て
に
決
め
た
事
が
、
何
が
ノ

国
民
の
合
意
だ
の
十
万
人
首
切
り
と
国
鉄
資
産
の
ぶ
ん
取

U

り
に
一
体
誰
が
、
い
つ
合
意
し
た
の
か
。
ま
さ
に
、
傍
若
九
十

ず
れ
引

無

人

、

デ

タ

ラ

メ

極

ま

り

な

ど

こ

の

一

連

の

対

応

の

中

粉

に
、
中
曽
恨
が
、
い
か
に
国
鉄
に
全
政
治
生
命
、
「
総
決
算
」
彩
』

の

成

一

台

ー

を

か

け

て

い

る

か

を

見

て

と

れ

る

。
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勤
労
千
葉
の
一
一
波
の
ス
ト
に
よ
り
、
労
働
運
動
の
解
体
組

l
法
案
の
ス
ム
ー
ズ
な
成
立
の
目
論
見
を
打
ち
砕
か
れ
た
で

中
曽
根
は
、
勤
労
革
マ
ル
の
よ
り
一
層
の
協
力
の
も
と
、
結

広
域
配
転
・
勤
務
評
定
導
入
に
よ
り
現
場
段
階
で
具
体
的
回

選
別
を
開
始
し
、
労
働
運
動
の
分
断
・
解
体
の
攻
撃
を
強
ほ

め
る
一
方
、
関
連
法
案
の
強
行
で
一
気
に
事
態
を
打
開
し
創コlb'J

ょ

う

と

し

て

い

る

。

の

だ
が
、
中
曽
根
が
あ
せ
れ
ば
あ
せ
る
ほ
ど
矛
盾
は
拡
大
族

す
る
。
今
こ
そ
、
団
結
を
打
ち
固
め
「
分
割
・
民
営
化
」
家

の
矛
盾
と
凶
暴
な
本
質
を
暴
き
、
突
き
ま
く
り
、
関
連
法
口
具

案

阻

止

、

差

別

・

選

別

攻

撃

阻

止

へ

っ

き

進

め

。
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